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１．はじめに

　新旧両大陸の北太平洋沿岸地域における先住民族文化
の間に類似性や共通性が見られることは、100年以上前
から知られていた。この類似性や共通性を解明するため
に、フランツ・ボアズ（Franz Boas）によるジェサップ
北太平洋調査プロジェクト（1897年～ 1902年）以降、大
小さまざまな比較研究が試みられてきた。
　ここで取り上げる環北太平洋沿岸地域とは、ほぼ北緯
30度以北の太平洋を挟んだ新旧両大陸の沿岸地域をさ
す。同地域は日本列島北部、サハリン島、アムール川流域、
千島列島、カムチャツカ半島、チュコト半島、アリュー
シャン列島、北アメリカ大陸アラスカ沿岸、同大陸北西
海岸地域を含む広大な地理的領域である。同領域は、シ
ロザケの分布地域にほぼ相当する。
　本稿では、これまでの研究成果を踏まえて、北アメリ
カ北西海岸先住民族文化の特徴を指標としつつ、環北太
平洋地域の先住民族文化の比較研究を行なうという超広

域的な比較研究の構想を紹介する。なお、筆者の問題意
識は、北太平洋の東西沿岸に分布する先住民族の間にみ
られる文化的類似性をどのように考えるべきか、彼らの
文化がどのように変化してきたか、そしてそれらは今後
どのように変化していくか、である。
　なお、「民族」と「文化」を次のように便宜的に定義し、
使用していることをお断りしておきたい。「民族」とは、
特定の言語や生活様式を共有し、同じ集団に属している
という帰属意識をもつ人々の集団のことをさす。そして

「文化」とは、特定の人間集団、特に各民族の（言語を含む）
生活様式（a way of life）のことである。これらの概念には、
グローバル化や文化の混交状態を考慮すると、問題があ
るが、議論の出発点として用いることにしたい。

２．環北太平洋地域の先住民族文化研究プロジェクトの

おもな変遷

　環北太平洋地域の先住民族文化研究プロジェクトのお
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もな変遷について紹介する（岸上編 2015）。

2.1 フランツ・ボアズのジェサップ北太平洋プロジェクト
　F. ボアズは、1897年から1902年にかけてアメリカ自然
史博物館を拠点に環北太平洋地域の先住民族文化に関
する「ジェサップ北太平洋調査」プロジェクトを組織し、
実施した。同プロジェクトの目的は、新旧両大陸の北太
平洋沿岸の先住民族間の歴史的関係の解明であった。そ
の成果として、W. ボゴラスのチュクチ民族誌やW. ヨヘ
ルソンのコリヤーク民族誌や資料集が刊行された。
　このプロジェクトによって同地域の先住民族文化に関
する基礎的データが収集され、文化間比較も試みられた
が、類似性とともに多様性が見られたため、結論の一般
化には至らなかった（Boas 2001）。

2.2 北海道立北方民族博物館の北方民族文化シンポジウム
と渡辺仁の研究

　1991年2月の北海道立北方民族博物館の開館に先立ち、
1986年から北方民族文化の国際シンポジウムが開催され
た。その第1回シンポジウムでは、ミルトン･フリーマン

（Milton Freeman）と渡辺仁が基調講演を行った。フリー
マンは、環北太平洋地域がひとつの生態的ユニット（シ
ステム）であることを指摘した。一方、渡辺は「北太平
洋沿岸文化圏」の概念を提起し、同地域では複雑な狩猟
採集社会が形成されてきた点を強調した。そして同文化
圏の先住民族文化の間に見られる共通の文化要素を比較
検討し、適応（環境要因）と歴史的関係（伝播要因）に
よってその類似性と共通性を説明しようと試みた（渡辺 
1988, 1992）。
　2019年で34回の開催を数える北方民族文化シンポジウ
ム網走では、環北太平洋沿岸地域の先住民族文化に関す
る報告が多数行われ、同地域に関する文化人類学的、考
古学的、言語学的研究の発展に大きく貢献してきたと高
く評価することができる。

2.3 スミソニアン協会米国立自然史博物館の「大陸の交
差点」プロジェクト

　1980年代に入り、海を隔てた米国でも環北太平洋地域
への関心が高まった。1980年代後半のペレストロイカ期
にスミソニアン協会米国立自然史博物館・極北研究セン
ターのウィリアム・フィッツヒュー（William Fitzhugh）
がリーダーとなり、19世紀の環北太平洋地域の先住民族
文化（特に物質文化）に焦点をあてた国際研究プロジェ
クトと展示会を企画し、1988年に展示会「大陸の交差点

（Crossroads of Continents）：シベリアとアラスカの諸文化」
を開催した。また、同展示会の図録（1988）と国際シン
ポジウムの成果として『環北太平洋の人類学』（1994）を
刊行した。このプロジェクトは、米ロの研究者の交流お
よび同地域の本格的な研究の再開を意味し、重要な学術
的ターニングポイントとなった。

2.4 宮岡伯人の言語プロジェクト
　日本ではユピック語を専門とする言語学者である宮岡
伯人が、1990年ごろから環北太平洋地域の先住民言語に
関する研究プロジェクトを開始した。1990年にはキック
オフシンポジウムとして北海道大学において「北の言語：
類型と歴史」を開催し、1992年には同名の書籍を編集し、
出版した（宮岡編 1992）。
　宮岡は1990年代半ばから2005年ごろにかけて大学院生
や若手研究者を環北太平洋沿岸各地に派遣し、体系的な
言語調査プロジェクトを実施した。その結果、多くの若
手北方言語研究者が育つとともに、彼らによって北方
諸言語に関する基礎的データが蓄積された。その一方で、
それらの言語に関する比較研究による一般化はあまり進
んでいない。

2.5 ジェサップ北太平洋プロジェクトII
　スミソニアン協会米国立自然史博物館・極北研究センター
のイーゴリ・クルプニク（Igor Krupnik）は、1992年にカ
ナダ国ケベック市で開催された第1回極北社会科学国際
会議（International Congress of Arctic Social Sciences）にお
いてジェサップ北太平洋プロジェクトに関するシンポジ
ウムを開催し、「ジェサップII」プロジェクトを提案した。
その後、1993年にワシントンDCで、1994年にニューヨー
クで国際シンポジウムが開催され、それらの成果が出版
された。2000年には札幌で谷本一之と井上紘一が国際シン
ポジウム「ワタリガラスのアーチ」を開催し、その成果を
刊行している（谷本・井上編 2009）。
　ジェサップIIは、ジェサップ調査の成果を再検証する
ことと1900年頃以降の社会･文化変化に関する研究に焦
点を置いていた。ベリョスキンによる神話･昔話のモチー
フの広大な比較研究などを例外とすれば、環北太平洋沿
岸地域の諸文化の類似性と共通性の解明や社会･文化変
化に関する一般化は行われなかった。

2.6 国立民族学博物館の研究･展示プロジェクト
　1974年に大学共同利用機関として創設された国立民族
学博物館では、環北太平洋沿岸地域の先住民族文化につ
いてアイヌ文化をはじめとしてさまざまな研究プロジェ
クトや国際シンポジウム、書籍の刊行が行われてきた。
　2000年代に入ってからは、大塚和義を実行委員長、佐々
木史郎と岸上伸啓を実行委員として、北太平洋の先住民
族の交易に焦点をあてた2001年度特別展「ラッコとガラ
ス玉」を実施するとともに、国際シンポジウムを開催し
た。このプロジェクトの特徴は、アイヌ社会と和人社会
の交易およびアイヌ社会と北方先住民族社会の交易を中
心にすえ、それを環北太平洋沿岸地域における先住民族
間交易と欧米人・漢人との毛皮交易の中に位置づけたこ
とであった。また、先住民族が携わった交易活動が富を
生み出し、彼らの儀礼活動や工芸品制作を活性化させた
点を強調する展示を行った。
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2.7 新大陸への人類の移動に関する考古学研究と生物人
類学、言語研究の新展開

　考古学や生物人類学分野では、人類の新大陸への拡散
について新たな見解が提起された。旧大陸からアラスカ
に到来した人びとは、約1万3,000年前にコルディエラ氷
床とローレンタイド氷床の間のマッケンジー回廊を南下
し、南北アメリカの各地に拡散し、1万2,000 ～ 1万年前
頃に南米の南端に到達したとする北アメリカ内陸ルート
説が定説に近い位置を最近まで占めていた。しかし、1
万3,000年前以前と考えられる遺跡や遺物が北アメリカ南
東部や南アメリカのブラジルで発見され、移動年代の見
直しを迫られてきた。近年では、これまで無氷回廊（内陸）
ルートよりも北アメリカ北西海岸に沿って南下したとい
うルートを有力視する考古学者もいる。また、内陸ルー
トと海岸ルートの2つのルートが併用された可能性も指
摘されている。
　アラスカ大学のベン･ポッター（Ben Potter）は、考古
学と遺伝学、古代生態学の成果を総合して、人間の旧大
陸から新大陸への移動の全体像を提示している。アメリ
カ先住民の祖先と考えられる遺伝集団は、南シベリア・
モンゴル・北部中国あたりで約2万4,000年前に出現し、1
万5,300年ぐらい前に急速に拡散した。そして1万6,000年
前から1万4,000年前までの氷河後退期に新大陸へ広がっ
たと考えられる。アラスカに到達した人間は、その後、
大きく3つのグループに大別できるという。南アメリカ
先住民の祖先は、1万5,300年から1万4,300年前までの間
に無氷回廊を通って南下し、クロビス文化やそれに関連
した古代インディアン文化として南北アメリカに広がっ
ていった。その後、北アメリカ先住民の祖先が北西海岸
に沿ってピュジェット湾あたりまで南下し、そこに留ま
り続けた。古代ベーリンジア人は約6,000年前に北アメリ
カ先住民の祖先に取って代わられるか、吸収されるまで、
内陸アラスカに留まっていた。なお、旧大陸から新大陸
への人間の移動は気候変動がおもな動因であったと考え
られている。
　現在、ポッターらがアラスカ内陸部において発掘を積
極的に進めているので、新大陸への人類の移動と拡散に
ついては新たな成果が期待できる。ただし、北アメリカ
北西海岸地域の海中に没していると考えられる考古学遺
跡は調査されておらず、今後、新たな説が提起される可
能性もある。
　言語学分野では、中央シベリアのエニセイ語族ケット
語とアサバスカン語族ナ・デネ語、トリンギット語、エ
ヤク語との間に歴史的なつながりがあることが指摘され
ている。さらに同言語の分布とＹ染色体のハプログルー
プＱの分布が重なっており、ケットとアメリカ先住民族
の数集団との間の遺伝学的な近縁性が指摘されている。

2.8 研究成果の整理と提案
　これまでの研究の蓄積によって、環北太平洋沿岸地域

における先住民族文化間に見られる類似性と共通性が出
現した要因として、①生態環境が似ていることや②サケ
やアザラシなどの水産資源に生活の基盤を置いてきたこ
と、③歴史的に交易など相互交流があったことなどが指
摘されている。また、人類の新大陸への移動については、
考古学や古代生態学、遺伝学の成果が総合されるように
なった。これまでの研究に基づき、環北太平洋沿岸地域
における先住民族文化の現状を比較研究し、現状から同
地域の過去と将来を考える国際共同研究を提案したい。

３． 環北太平洋地域の先住民族文化の共通性の比較研究

の枠組み
3.1 これまでの比較研究
　環北太平洋地域の先住民族文化に関する既存の研究の
中で、もっとも広範で体系的な比較研究は、渡辺仁（1988, 
1992）による試みである。同氏は、環北太平洋沿岸地域
の先住民族文化の類似と差異を説明するために、複数の
文化要素を4つのカテゴリーに分類し、環境適応と歴史
的伝播という2つの視点から比較検討した。
　第1のカテゴリーは住生活に関連する文化要素群で、渡
辺仁は定住性や線形集落がこの地域にはあまねく存在し
ていることなど、6つの文化要素に関して分析した。第2
のカテゴリーは食生活に関連する文化要素群で、サケ漁
や漁具と漁法など9つの文化要素の共通性に関して分析
を行った（渡辺 1988）。その後、彼は第3と第4のカテゴリー
の文化要素を分析した（渡辺 1992）。第3のカテゴリーは
社会生活に関連する文化要素群で、サケ儀礼や社会の階
層化など6つの文化要素であり、第4のカテゴリーは戦争
に関連する文化要素群で、戦争や鎧など5つの文化要素
である（表1参照）。

表1.  環北太平洋沿岸地域に見られる文化要素の4カテゴ
リー群

カテゴリー群 文化要素
1 住生活関連要素群 1）定住性，2）線形集落，3）竪穴

住居，4）棟持柱，5）家の空間構
造，6）木器の発達

2 食生活関連要素群 1）鮭鱒漁，2）漁具と漁法，3）海
舟，4）魚食性，5）干魚，6）魚卵食，
7）貝食，8）ウニ食，9）海草食

3 社会生活関連要素群 1）文身，2）笠，3）鮭儀礼，4）禊，
5）特殊化狩猟，6）階層化社会

4 戦争関連要素群 1）戦 争，2）鎧，3）首 級，4）仇 討
ち，5）防御施設

　渡辺の研究方法は特定の文化要素の地理的分布を比較
するという、きわめて機械的な文化要素の比較のように
見えるが、共通要素を一般的（構造的）類似要素と特殊

（個別的）類似要素の2種類に分けることによって、適応
的で並行的な発展と伝播という2つの文化要素生成のメ
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カニズムを考慮に入れている（渡辺 1992: 70‒71）。渡辺
によると、一般的類似要素とは大枠や構造における類似
であって、定住性や階層性などを指し、共通の環境条件
や社会・経済的条件などへの適応の結果、生み出された
共通要素である。一方、特殊類似要素とは、細部の類似
を示す双頭回転式銛先やサケ儀礼などであり、起源を同
じくし、伝播や人の移動によって地域の共通要素として
分布するようになった可能性が高いものである。渡辺は
前者の要素として定住性、住宅と倉庫、魚干し棚の3要
素から構成される家の空間構造、漁具や漁法、魚介食、
貝食、海草食、社会的階層化に関係する諸文化要素を指
摘している（渡辺 1992: 71‒91）。一方、後者としては双
頭回転式銛先や流し網漁、サケ儀礼複合体、木製食器類、
丸太梯子式高床倉庫、笠、鎧をあげている（渡辺 1992: 
95‒107）。
　渡辺の研究の問題点を指摘するとすれば、歴史的な時
間軸の枠組みがあいまいである点、そして過去の「伝統
的文化」に着目したがゆえに、現代の先住民族文化を比
較の対象としなかった点である。また、渡辺は物質文化
に焦点を合わせる傾向があり、家族･親族や宗教･世界観
については十分に比較していない。筆者は、渡辺の視座
を批判的に継承し、歴史性を重視しつつ、現在と未来を
比較するための枠組みを提案したい。

3.2 比較の枠組みの提案
　枠組みの骨子は、歴史区分と文化要素群からなる。以
下、全体像を説明する。

3.2.1 比較のための歴史的枠組み
　現存する先住民族の歴史は、大きく(1)自立期、(2)接触
期、(3)植民地期、(4)国家による同化期、(5)政治的自律
化期、(6)未来の6つの時期に分けることができる。先住
民族によって実年代や体験の細部は異なるが、ほぼ同じ
ような歴史的過程を経て、現在に至っている。
　自立期は、各地の先住民族がヨーロッパ人や漢人、和
人らと遭遇する以前を指す。南北アメリカの先住民族は、
ロシア人を含むヨーロッパ人との接触の結果、毛皮交易
などに参与したり、伝染病によって人口が激減したり、
大きな変化を体験した。
　接触後、ヨーロッパ人が無主と見なした土地に入植し、
人口が増大すると宗主国から独立し新たな国家を樹立し
ていった。この過程で各地の先住民族は土地を追われた
り、周辺地に隔離されたり、同化を強要されたりし、最
終的には国家の中の政治経済的少数派になった。しかし、
1970年ごろから世界各地で先住民族の政治的自律化運動
が盛んになり、一部地域の先住民族の間では自治権が認
められ、国家によって補償金も支払われた。国連や多く
の国家は、各地の先住民族の政治的自律化などを徐々に
認め、促進しつつあるといえるだろう。また、近年、温
暖化などの環境問題と経済のグローバル化が、世界各地

の先住民族に多大な影響を及ぼしつつある。
　この200年の間に世界各地の先住民族は大きな変化を
体験してきた。本研究では、6時代区分を利用すること
を提案する。そして各地域や民族に関する調査について
は、現状の把握を出発点とし、過去を振り返り、未来を
展望するという立場をとる。なお、未来については、各
先住民族の人びとが現状を踏まえてどのような未来社会
を構想しているか、望んでいるかが研究の中心となる。

3.2.2 比較のための指標項目
　各先住民族の文化全体を有機的統合体と考えて相互に
比較するのではなく、各文化を構成している文化要素や
社会制度（以下、文化要素として言及する）を比較の単
位とする。その理由は、これまでの研究によって各文化
は閉じたシステムではなく、ゆるやかに開かれたシステ
ムであり、位相や部位によって変化の速度や様相が異なって
いることが判明したからである。
　注目する文化要素は、(1)基礎的文化要素と(2)現代社会
が直面している諸側面の2つの文化要素群からなる。こ
れまでの比較研究において、(2)は体系的に取り上げられ
ることがなかった。さらに、未来を対象とした研究もほ
とんど行われていない。筆者は、現在から過去を振り返
り、未来を見るという視点に立って比較調査を行なうこ
とを提案する。

3.2.2.1 基礎的文化要素群
　基礎的な文化要素群は、人間が生きていく上で不可欠
な衣食住と生業などに関連する。具体的には、衣類、料
理と食慣習、住居（の構造）、生業（狩猟･漁労・採集・
農耕・牧畜）、家族･親族、言語、宗教などである。なお、
生業については、現代社会が直面している諸問題に関連
する文化要素のひとつのカテゴリーとして取り扱う。

3.2.2.2 現代の先住民族が直面している諸問題に関連して
いる文化要素

　筆者は、現在のアラスカ・北西海岸地域の先住民族が
特に直面している問題は大別すると7つの課題に分類で
きると考える。それらは、(1)政治的自律化、(2)経済的自立、
(3)食料確保のための活動、(4)社会･健康問題、(5)文化や
アイデンティティの継承、(6)環境問題、(7)その他である。
(1)政治的自律化
　先住民族の存在の認知と生活状況は、国家との関係、
国際社会との関係、国内外の他の先住民族との関係によっ
てかなりの程度、規定される。従って、日本、旧ソ連を
含むロシア、米国、カナダ、英国という各国の先住民族
に対する諸政策やランド・クレーム、先住民族の自治権
獲得問題、国連や国際的NGO・NPOとの関係、国内外の
他の先住民族との協力･対立関係の現状と歴史的変化を
環北太平洋沿岸地域の諸民族間で比較検討することがで
きる。
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(2)経済的自立
　先住民族にとって経済的自立は重要な課題のひとつで
ある。かつては生業活動と先住民族間交易によって生計
を立てることができたが、欧米社会もしくは漢人社会、
和人社会との接触後は、各地で行われた毛皮交易や森林・
鉱物・水産などの資源開発への参加が先住民族の人びと
の重要な収入源となり、現在ではグローバル化経済のも
とで賃金労働に従事している。外部社会との経済関係が
変化する中で環北太平洋地域の先住民族の経済活動がど
のように変化してきたかを比較検討することができる。
(3)食料確保のための活動
　世界各地の先住民族にとって狩猟や漁労、採集、農耕、
牧畜などは、食料を確保する主要な活動手段であった。
環北太平洋地域の先住民族の生業活動の現状を把握する
とともに、どのように変化してきたかを比較検討するこ
とができる。
(4) 社会・健康問題
　世界各地の現在の先住民族の生存にとって、社会･健
康問題は大きな脅威である。すでに北アメリカ大陸では、
ヨーロッパから到来した交易者や探険家、宣教師らとの
接触によってそれまで存在していなかった百日咳やはし
か、インフルエンザのような伝染病が先住民族社会に持
ち込まれ、人口が激減し、社会の再編成や文化の喪失が
起こったことが知られている。その後、アルコール類が
交易品として持ち込まれ、先住民族社会内に争いなどの
深刻な問題を引き起こした。さらに近年では、欧米型の
新たな食生活の浸透や麻薬問題の発生、HIVなどの新た
な病気の拡大などが見られる。環北太平洋地域の先住民
族の伝染病による人口減少現象とその影響、アルコール
や麻薬の影響、衛生・健康状態について比較検討するこ
とができる。
(5) 文化やアイデンティティの継承
　世界各地の先住民族は、植民地化や国家による同化政
策の実施、経済のグルーバル化、気候変動の諸影響によっ
て、伝統的文化やアイデンティティの継承が困難になり
つつある。現在の先住民にとって彼らのアイデンティティ
と深く結びついている伝統文化の継承は喫緊の課題であ
る。
　先住民族のアイデンティティに深くかかわる文化要素
に独自の世界観（自然や動物との関係）、霊魂観、儀礼、
工芸・美術、音楽などがある。煎本孝は、ユーラシア大
陸の北方から北アメリカ大陸にかけて「初原的同一性」、

「超自然的互酬性」、「共生と循環の思想」という共通性
が認められると指摘している。この考え方は、南米地域
の先住民族文化の研究の進展によって南アメリカ大陸に
も存在していることが判明している。特に生き物と人間
の関係に関連して、霊魂のレベルでは人間と他の動物は
同じであり、人間と動物は相互に変身できるという考え
方などが存在している。さらに、ワタリガラスやシャチ
をモチーフとした多数の類似した神話や昔話が環北太平

洋沿岸地域全域に分布している。このほかサケの初漁儀
礼なども環北太平洋沿岸地域の各地で見られる。音楽に
関連して、谷本一之は環北太平洋沿岸地域を「一面太鼓
領域」であると主張している。その上で、チュコト半島
東端を境に西側が「内側把手領域」、東側が「外側把手
領域」という差異を指摘している。
　各地の工芸品や音楽、踊りは、先住民アートに変貌し、
貴重な収入源になっている。経済がグローバル化するに
従い、伝統的な工芸品や音楽などの商品化が起こる一方
で、それらは先住民族が独自のアイデンティティを保持
するための象徴的な手段として機能している。
　環北太平洋地域の先住民族の世界観や霊魂観、儀礼、
工芸･美術、音楽、踊りの変化について比較検討するこ
とができる。
(6)環境問題
　全地球的な環境問題として温暖化が進展している。環
北太平洋沿岸地域でも温暖化の影響が顕著である。例え
ば、北アメリカ北西海岸地域では水温の上昇に伴い、サ
ケの分布域が北上し、従来の漁場ではサケがとれないと
いう状況が発生している。すなわち温暖化は水温や海氷
分布への影響を通して、動物の分布や回遊パターンに変
化を生み出している。これ以外にもマイクロプラスチッ
クや水銀汚染など環境汚染の発生も想定できる。環北太
平洋地域における温暖化や環境汚染の先住民族への諸影
響や先住民族側の対応などについて比較検討することが
できる。
(7)その他
　その他として伝統文化や言語の保持や現代社会への適
応において果たす社会化や文化化、学校教育の役割に関
する比較研究も重要である。また、環北太平洋沿岸地域
は、火山地帯でもある。同地域における火山噴火や地震、
津波、洪水などに起因する災害と復興についても比較検
討することができる。
　以上の提案を整理したのが、表2である。

表 2.  比較のための時代区分と文化要素関連カテゴリー
の概略

共通の歴史区分（軸）
(1) 自律期、(2) 接触期、(3) 植民地期、(4) 国家による同化
期、(5) 政治的自律化期、(6) 未来

比較のための文化要素関連カテゴリー
(1)基礎的なカテゴリー
①衣、②食、③住、④生業、⑤家族・親族、⑥言語、⑦宗教
(2) 現代の先住民族が直面している諸問題に関連してい
る文化要素関連カテゴリー

①政治的自律化、②経済的自立、③食料確保 ( 生業 )、
④社会・健康問題、⑤文化やアイデンティティの継承と創
造、⑥環境問題、⑦その他（教育、自然災害など）
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４．今後の課題

　本研究プロジェクトは、環北太平洋地域の各先住民族
文化の歴史性を踏まえつつ、現状と未来について比較す
ることによって、総合化と一般化を試みる超広域・超学
際的地域研究である。このプロジェクトを実施するため
には、克服すべきいくつかの問題が残されている。

4.1 学際的研究から超学際的研究へ
　本プロジェクトでは、環北太平洋沿岸地域の先住民族
文化の過去、現状、未来を多面的に比較検討し、成果の
総合化を図る。このため、文化人類学や言語学、考古
学、歴史学、地理学、生物人類学、政治学、経済学、法学、
生態学、環境科学、水産学などの諸学の援用が必要であ
る。従って、多様な研究者が相互に協働しながら参画す
る学際的研究である。本プロジェクトとこれまでの研究
との大きな違いは、現地の先住民族コミュニティの人び
とや多様な利害関係者の研究プロジェクトへの参画を前
提とし、多様な先住民族の人びとと協働する超学際的研
究（trans-disciplinary studies）を推進する点である。この
ようなプロジェクトを実施するための協働体制を構築す
る必要がある。

4.2 文化人類学分野などにおける若手人材育成の必要性
　言語学分野を例外とすれば、環北太平洋沿岸地域を研
究対象とする研究者の層は厚くない。例えば、アラスカ
や北アメリカ北西海岸地域の先住民族を研究する若手･
中堅の日本人研究者は複数いるが、カムチャツカ半島や
チュコト半島の先住民族を文化人類学的に研究する若手
研究者は皆無に近い。日本において同研究分野の若手研
究者の育成が必要である。

4.3 国際連携ネットワークの構築
　環北太平洋沿岸地域には、現在、日本、ロシア、米国、
カナダという4カ国のいずれかに属する先住民族が住ん
でいる。また、さまざまな国の専門分野を異にする研究
者がそれらの先住民族文化を研究している。従って、本
プロジェクトを企画し、実施するためには、多分野の研
究者や多様な先住民族コミュニティと連携し、共同研究･
調査や情報交換のためのネットワークを構築する必要が
ある。

4.4 研究資金の確保と研究組織
　調査・研究費を調達するためには、国内外の関係する
複数の学協会、大学･研究所･博物館の研究者、先住民コ
ミュニティが緊密に連携をとりながら、協議し、申請を
行っていくことが必要である。また、研究プロジェクト
の組織形態としては、全体の事務局は1カ所に置きつつ、
調査・研究の実施や資金管理に関しては複数拠点からな
るネットワーク型体制が効率的であると考える。

５．まとめ

　本稿では、北米アラスカ・北西海岸地域研究の成果を
比較の参照指標とする、環北太平洋沿岸地域の先住民族
文化の比較を目的とした、超学際的ネットワーク型国際
共同研究プロジェクト構想の全体像を概略的に紹介した。
具体的な調査方法論や連携の仕組みの詳細は、今後の検
討課題としたい。
　北アメリカ北西海岸地域の先住民族であるハイダやク
ワクワカワクゥらは、サケ漁やポトラッチ儀礼、トーテ
ムポールなど多くの文化要素を共有しているものの、異
なる言語集団である。筆者は、北太平洋沿岸地域の先住
民族文化の類似と差異を解明する上で、北米アラスカ・
北西海岸地域に住む先住民族の文化と社会、言語の解明
は重要な役割を果たすと考えるので、同地域の先住民族
文化の研究から得た成果の検討をこの比較研究プロジェ
クトの出発点としたい。

記

　本研究は令和元年度科学研費補助金「北米アラスカ･
北西海岸地域における先住民文化の生成と現状、未来に
関する比較研究」（JP19H00565）の研究成果の一部である。
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